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イン ト ロダクシ ョ ン

メディアネッ ト とは

メディアネッ ト とは、リ ッチ メディアに合わせて最適化された
インテリジェン ト  ネッ トワークです。つまり、ビデオが主流を
占めるネッ トワークへの進化です。ネッ トワーク  インフラスト
ラクチャのあらゆる面においてメディアネッ トの新しい機能
を追加することで、ネッ トワークの能力が高められ、リ ッチ メ
ディアの送信、配信、 および最適化が可能になります。 メディ
アネッ トは、マルチメディアのエクスペリエンスと効率性を自
動的に最適化します。また、ネッ トワーク上で新しいサービス
の提供ができるようになります。ネッ トワーク  インテリジェン
スを活用してネッ トワークの複雑さを減らすと共にリ ッチ メ
ディア ソリューションの展開を加速するメディアネッ トは、シ
スコのビデオ戦略の推進力となっています。

解決される問題

ビデオは音声よりもはるかに大量の帯域幅を消費するので、問
題を避けるためにネッ トワーク内のリソースを多めにプロビ
ジ ョニングするというやり方は現実的ではありません。 また、
求められているのは帯域幅だけではな く、リ ッチ サービスのた
めの能力をネッ トワークにもたせることです。たとえば、マル
チメディア セッシ ョ ンの進行中にネッ トワークの異常が間欠
的に発生すると質が低下するおそれがありますが、これをどう
防ぐか、あるいは 1 対多のインタラクションを効率的に実現す
るにはどうすればよいかを考える必要があります。

最近登場しているコラボレーティブ ビデオ アプリケーション
にはマルチスト リーム インタラクションが使用され、セッショ
ンはビデオ、音声、およびデータの複数のスト リームで構成さ
れます。 このスト リームを一つにまとめることで、魅力的なエ
クスペリエンスが作り出されます。このような種類の異なるス
ト リームを同期させて一つのものと して扱う こ とが、 QoE
（Quality of Experience） を維持するうえで必要です。

ビデオはさまざまなビジネス アプリケーシ ョ ンで使用される
ようになり、これに対応してクライアント  デバイスの種類も増
えています。このデバイスごとにビデオ スト リームも異なりま
すが、 メディアネッ トでは、ネッ トワークがビデオのサイズや
形式を変更することができます。つまり、各デバイス タイプが
持つ伝送要件に適応させることができるので、自動的に、可能
な限り高い品質のビデオがエンド  ユーザに届けられます。

大企業は、 ユーザの生産性向上と競争優位性の獲得のために
リ ッチ メディア サービスを増やすという課題に直面していま
す。 しかし、 新しいビデオ サービスが追加されると、 ネッ ト

ワークに求められることも大き く変化します。 これに加えて、
ビデオ アプリケーシ ョ ンおよびエンドポイン ト を中心とする
複雑さがあり、 リ ッチ メディア サービスの展開を難し く して
います。 メディアを認識するネッ トワークならば、複雑さと管
理のオーバーヘッ ドを抑えることができるので、リ ッチ メディ
ア サービスの展開が加速されます。

シスコのビジ ョ ン

シスコ  IP ネッ トワーク資産を基盤として、 リ ッチ メディアの
サービス能力を組み合わせることで、メディアネッ トを構築す
ることができ、要求の厳しいマルチメディア アプリケーション
のための QoS（Quality of Service）、信頼性、スケーラビリティ、
セキュリテ ィなどの要件も満たすことができるようになりま
す。メディアネッ トはメディアとエンドポイントを認識できる
ので、質の高いエクスペリエンスをエンド  ユーザに提供できる
だけでな く、ネッ トワークの状態の変化に合わせて自動的に適
応することも可能です。 メディアネッ トの効果には、 ネッ ト
ワーク  リソースの使用効率の向上、ネッ トワークの予測可能性
の向上、および IT 組織から見た複雑さの軽減がありますが、こ
れらを実現するために検出メカニズムが活用されており、自己
最適化/自己管理モデルへの移行が進められます。シスコは、お
客様のネッ トワークにメディアネッ ト を確実に導入して予期
したとおりの成果を発揮させるために、設計のベースラインを
定め、 テスト と文書化を行っています。

メディアネッ トは、 これまでにない形でアプリケーシ ョ ンと
ネッ トワークとの相互作用を可能にします。メディアネッ トの
アプリケーション対ネッ トワーク  インターフェイスを通して、
インテリジェン トなネッ トワーク  サービスをアプリケーショ
ンが利用できるようになります。このインターフェイスによっ
て、アプリケーションからネッ トワークに、またはその逆に情
報が伝えられます。「プラッ ト フォームとしてのネッ トワーク」
のアプローチを取り入れることで、ネッ トワークとアプリケー
ションとの新しいコラボレーションが可能になり、アプリケー
ションとネッ トワークがさらにリ ッチなものになります。

シスコは、各種アプリケーションによるコンテンツの透過的な
生成、移動、および消費をサポートするようにサービスの能力
を拡大しています。 その結果、 伝送、 配信、 変換などの詳細を
ユーザに意識させずに済むようになり、場所やデバイスへの依
存もな くなります。シスコが目指しているのは、 ビデオをいつ
でも、 どこでも、 どのデバイスからも利用できるようにするこ
とです。

メディアネッ ト

詳細については、http://www.cisco.com/jp/go/medianet/ を参照
して ください。

サービス カテゴリ 定義

QoE （Quality of 
Experience）

メディアを認識し、ネッ トワークを認識し、ユー

ザを認識すると共に、 環境とビジネスに関する

リアルタイム ポリシーに適応することで、 ユー

ザ エクスペリエンスを最適化します。

セッシ ョ ン制御 アプリケーシ ョ ンやネッ トワークの境界を越え

るマルチメデ ィ ア セッシ ョ ンの協調性と応答

性を強化します。

コンテンツ仮想化 エンド  ユーザには意識されないメカニズムを使

用して、 どのアプリケーシ ョ ンでもコンテンツ

を生成、 配信、 および消費できるようにします。

モビリテ ィ  ユーザが別の場所やデバイスに移動する間も、

アクテ ィ ブなマルチメデ ィ ア セッシ ョ ンを維

持することができます。

セキュリテ ィ エンドツーエンドでマルチメディアのセキュリ

テ ィ を確保します。

管理 マルチメデ ィ ア サービスのプロビジ ョ ニング

と監視を、 ディ レク ト リ  メカニズムを使用して

単純化し、自己管理モデルへの移行を進めます。
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